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地域のお客さまと共に成長を続ける『総合金融サービスグループ』を目指します！～真のファースト・コール・バンクグループとなるために～ 
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広島銀行株式について  ～株価推移 ～ 

※2016年3月31日株価終値を100としたもの 

（参考）株価等比較 広島銀行 中国銀行 山口ＦＧ 

 発行済株式数 
 （17/6末時点、自己株式控除後） 

624百万株 191百万株 246百万株 

 株価 （17/6/30時点） 498円 1,680円 1,357円 

 時価総額 約3,100億円 約3,200億円 約3,300億円 （発行済株式数×株価） 

原子爆弾により倒壊した本支店建物の復旧に 
かかる資金調達のため、株式発行を行った 



過去最高益並みの利益を計上しているが、PBRは1倍を割り込んでおり一般的に割安な水準 

2017年10月1日、株式併合（2株⇒1株）および売買単位変更（1,000株⇒100株）を実施予定 

  ⇒ 1株あたりの投資単位は約10万円（2017年6月30日現在）となり、当行株式はこれまで以上に 

    投資しやすくなる 
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株価（※） 売買単位 投資単位 

現在 498円 1,000株 498,000円 

株式併合 
＋ 

売買単位変更 
（10月1日以降） 

996円 100株 99,600円 

2017年10月1日に、 

 ①株式併合（2株⇒1株） 

 ②売買単位変更（1,000株⇒100株） 

  を実施（予定） 

より投資しやすく！ 

※2017年6月30日終値 

（倍） （億円） 
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（6/30時点） 



広島銀行株式について ～株主優待制度～ 

株式併合および売買単位変更を受けて優待内容を見直し（2018年3月31日が初回基準日） 

優待メニュー 
保有株式数 

優待内容 
株式併合前 

（平成29年9月30日まで） 

株式併合後 
（平成29年10月1日以降） 

①［定期預金預入］ 
金利優遇コース 

― 
100株以上 
500株未満 

1,000株以上 
5,000株未満 

500株以上 
2,500株未満 

5,000株以上 
10,000株未満 

2,500株以上 
5,000株未満 

10,000株以上 5,000株以上 

②［投資信託購入］ 
手数料キャッシュバックコース 

― 100株以上 

③［相続関連サービス契約］ 
手数料キャッシュバックコース 

― 100株以上 

④［ひろぎん証券］ 
手数料キャッシュバックコース 

― 100株以上 

スーパー定期（300）の 

店 頭 表 示 金 利 に +0.05％（期間1年・2百万円迄） 

スーパー定期（300）の 

店 頭 表 示 金 利 に +0.10％（期間1年・3百万円迄） 

スーパー定期（300）の 

店 頭 表 示 金 利 に +0.20％（期間1年・4百万円迄） 

スーパー定期（300）の 

店 頭 表 示 金 利 に +0.30％（期間1年・5百万円迄） 

投資信託購入に 

係 る 手 数 料 の 
20％キャッシュバック 
（受付期間累計額・上限2万円） 

相続関連サービスの 

契約に係る手数料の 
20％キャッシュバック 
（受付期間累計額・上限2万円） 

ひ ろ ぎ ん 証 券 に お け る 

株式売買等に係る手数料の 
20％キャッシュバック 
（受付期間累計額・上限2万円） 

・お取扱い（受付）期間：基準日(毎年3月31日)の属する年の7月1日～翌年6月1日（予定） 
・詳しくは、店頭に商品概要説明書をご用意しております 

ひろしま美術館への無料ご招待券（2枚） 
※100株以上（株式併合後）保有の株主さまにプレゼント 
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広島銀行について 
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広島銀行のプロフィール 

創業 1878年11月（創業139年目） 

資本金 545億73百万円 

従業員数 4,937名（契約職員、ｽﾀｯﾌ1,449名含む） 

東証１部上場 1971年2月（証券ｺｰﾄﾞ：8379） 

採用株価指標 JPX400、MSCI 
2017年3月末現在 

斜めのラインは限りなく明日
へ伸び続けるイメージを表現 

青は瀬戸内海と澄み切った空
をイメージしており、赤は熱い
心と積極性、黄は輝く明日を
象徴している 

③ 広島銀行 

1920年6月、7銀行による大合
同で藝備銀行が設立 

1927年6月に紙屋町に本店建
物が完成 

原爆被害を受けたが、大規模
修復工事の結果､1965年まで
本店として使用 

1950年8月広島銀行に変更 

容量的に限界になったことなどから     
新築し、1965年2月に完成 

現在も本店として使用しているが、 
老朽化が進んだことから、今年3月 
建替え（現地建替え）を決定 

1878年11月、県内最初の

銀行として尾道に設立 

① 第六十六国立銀行 ② 藝備銀行 

会社概要 シンボルマーク 

沿革 
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広島銀行のネットワーク 

広島県 
136カ店 

山口県 
7カ店 

岡山県 
10カ店 

愛媛県 
6カ店 

東京 
名古屋 
大阪 
神戸 
姫路 
北九州 
福岡 

島根県 
1カ店 

各1 

※振込専用支店(1)・インターネット支店(1)を含む 2017年3月末現在 

個人ローンセンター 

広島・岡山・山口に全11拠点 

手数料を相互無料化した他金融機関ATM 

約 4,100台  

（うち広島県内 約1,300台） 

 

 

 

 

 

その他提携金融機関  

※相互無料化は平日8:45～18:00まで。その他の時間帯は有料 

コンビニATM 約49,000台 

（うち広島県内 約 1,100台） 

国内自行ATM 809台  

（うち広島県内 744台） 

ゆうちょ 約27,400台 

（うち広島県内 約 800台） 

ATMネットワーク 

海外駐在員事務所 3拠点 国内店舗 167ヵ店 

2009年4月開設 
管轄：タイ､ベトナム､ 
    ミャンマー他 
カバー顧客拠点数：267 

1 

2 

3 

1996年2月開設 
管轄：中国、台湾 
カバー顧客拠点数：668 

2013年7月開設 
管轄：シンガポール、マレーシア､ 
         インドネシア、フィリピン他 
カバー顧客拠点数：212 

①上海 ②バンコック ③シンガポール 

2017年3月末現在 

2017年3月末現在 8 

http://www.gogin.co.jp/


2014/3末 '15/3末 '16/3末 '17/3末 

7兆245億円 

6兆3,542億円 

6兆8,035億円 

7兆3,085億円 

前年同月末比  

＋2,840億円 
（年率+4.0%） 

預金等残高（末残） ～ 残高推移 ～ ※預金等は、譲渡性預金を含む 
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73,085 

（4.0%） 64,248 

（3.7%） 54,570 

（2.1%） 
52,029 

（▲6.6%） 41,730 

（1.2%） 
39,563 

（1.9%） 29,866 

（0.2%） 
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広島 中国 伊予 山口 百十四 山陰合同 もみじ 

133,142 

（3.4%） 120,447 

（4.4%） 

99,330 

（5.4%） 
94,298 

（2.7%） 82,966 

（1.9%） 
81,825 

（4.4%） 
78,213 

（▲1.9%） 

78,127 

（3.5%） 
75,959 

（5.3%） 
73,085 

（4.0%） 
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横浜 千葉 福岡 静岡 常陽 北洋 七十七 西日本シティ 京都 広島 

預金等残高（末残） ～ 他行比較 ～               

広島銀行 

40.4% 

第1位 

第10位 

億円 
（年率） 

億円 
（年率） 

全国地方銀行（105行）での比較［2017/3末時点］ 

中四国の主な地方銀行での比較［2017/3末時点］ 広島県内シェア 

その他金融機関 
10.5% 

広島銀行 

41.3% 

金融機関A 
17.5% 

メガバンク等 
13.6% 

金融機関B   
8.7% 

金融機関D 
2.5% 

金融機関C 
5.9% 
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2014/3末 '15/3末 '16/3末 '17/3末 

5兆2,672億円 

4兆8,046億円 

5兆1,021億円 

5兆6,051億円 

前年同月末比  

＋3,379億円 
（年率+6.4%） 

貸出金残高（末残） ～ 残高推移 ～ 



56,051 

（6.4%） 44,003 

（9.0%） 
40,433 

（3.4%） 
36,202 

（4.0%） 28,224 

（8.3%） 
27,807 

（1.0%） 21,110 

（3.8%） 
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12 

貸出金残高（末残） ～ 他行比較 ～ 

広島銀行 

35.9% 

第8位 

第1位 

億円 
（年率） 

億円 
（年率） 

全国地方銀行（105行）での比較［2017/3末時点］ 

中四国の主な地方銀行での比較［2017/3末時点］ 広島県内シェア 

  

76.7% 68.5% 74.1% 69.6% 71.3% 66.6% 70.7% 
※預貸率とは、預かった預金等を貸出金で循環させる割合のことを指す。 

預貸率※ 

広島銀行 

35.3% 

金融機関A 
18.7% 

メガバンク等 
12.2% 

金融機関D 
4.1% 

金融機関B 
 8.6% 

その他金融機関 
14.3% 

金融機関C 
6.8% 
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地元における預金等・貸出金残高（2016/3末時点） ～ 他行比較 ～ 

中四国の主な第一地銀での比較（預金等） 中四国の主な第一地銀での比較（貸出金） 

70,245  

61,961  

55,681  
53,431  

41,255  
38,832  

61,075  

47,363  

40,784  42,173  

27,784  

32,173  

86.9% 

76.4% 
73.2% 

78.9% 

67.3% 

82.9% 

0.0%
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52,672  

40,363  39,112  

34,818  

27,525  
26,057  

36,100  

21,166  
22,551  

17,921  

11,291  

14,683  

68.5% 

52.4% 

57.7% 

51.5% 

41.0% 

56.3% 
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広島 中国 伊予 山口 百十四 山陰合同 

（億円） 

（※）地元の定義 
    広島銀行：広島県、中国銀行：岡山県、山口銀行：山口県、伊予銀行：愛媛県、百十四銀行：香川県、山陰合同銀行：鳥取県・島根県 

（億円） 

総預金等残高 

地元※の預金等残高 総貸出金残高 

地元※の貸出金残高 

（出典）金融ジャーナル （出典）金融ジャーナル 

総貸出金残高に占める 
地元の貸出金残高 

      

      

総預金等残高に占める 
地元の預金等残高 
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不良債権比率 

財務の健全性 
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国内基準（規制で求められる基準値） 

連結自己資本比率 

不良債権額 

不良債権額と不良債権比率 自己資本比率（連結） 
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利益水準 

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク 

連結ROE（右軸） 

親会社株主に帰属する
当期純利益 

（左軸） 

（億円） 

親会社株主に帰属する当期純利益は、 
最高益を記録した2015年度と同水準を確保 

（％） 



広島銀行の戦略 
～ 中期計画2017～ 
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153 
（54.2%） 

142 
（51.4%） 

130 
（48.2%） 

121 
（46.4%） 

114 
（45.4%） 

107 
（45.0%） 

129 
（45.8%） 

135 
（48.6%） 

139 
（51.8%） 

139 
（53.6%） 

136 
（54.6%） 

132 
（55.0%） 

0
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2016年 '20年 '25年 '30年 '35年 '40年 

地方銀行を取り巻く環境 環境へ対応するための戦略 

人口が減少し、当面は 
シニア層の割合が増加 

マイナス金利政策に 
起因する貸出金利の低下 

銀行業務範囲の拡大に
よる異業種との競合激化 

環境認識と戦略の方向性 

0.01% 

▲0.11% 

0.22% 

0.05% 

▲0.15% 

▲0.05% 

0.05%

0.15%

0.25%

マイナス金利導入前 直近 

5年国債利回り 

10年国債利回り 

【日本国債利回り（5・10年）】 

マイナス金利導入前 
（2016/1/28） 

直近 
（2017/5/31） 

老後の備え（資産形成) 
の必要性が高まる 

「中期計画2017」 
を策定 

（万人） 

（出典）広島県ホームページ、国立社会保障・人口問題研究所ホームページ 

50歳以上人口（割合） 

50歳未満人口（割合） 

現役世代2.4人で 

65歳以上1人を支える
（2012年時点） 

現役世代1.7人で 

65歳以上1人を支える
（2030年時点） 

社会保障費
の負担 
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目的 雇用創出等を通じたマーケットの拡大 

地方創生につながる取組み P19～20 

目的 次世代を含めた長期継続的な取引の実現 

お客さまの資産形成に資する取組み P21～23 

目的 付加価値営業強化による収益の確保 

多様化するお客さまニーズへの対応 P24～25 

目的 新たな収益機会の創出 

新たな技術の活用 P26 

働き方改革の推進 

人財戦略 

各戦略を支える取組み P27～28 

 
 

 
 

 
 

 
 

（注）現役世代…20～64歳 

【広島県人口の状況】 

282 277 269 260 250 239 

ＦｉｎＴｅｃｈ 
金融［Finance］＋ 
技術［Technology］ 

銀行法改正 
FinTech企業への 
出資要件緩和 



「中期計画2017」について 
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基本方針 
 
 
 

１．お客さまニーズを起点とした付加価値営業の実践に基づく収益構造の改革 

２．働き方改革の推進とチャレンジ精神に溢れる組織風土の醸成 

３．地方創生への積極的なコミット 

中期計画の 

三本柱 

（単位：億円、%） 

※2 「実勢預金＋ＮＣＤ」＋「法・個人非預金商品（ひろぎん証券含む）」 

（経営目標） 2021年度 

親会社株主に帰属する 
当期純利益 300億円以上 

連結ＲＯＥ 6％程度 

非金利収入比率※1 

（ひろぎん証券含む） 
40％以上 

連結自己資本比率 10％以上 

コアOHR 50％台 

法・個人預り資産残高※2 

（平残・ひろぎん証券含む） 
10兆円以上 

※1 定義 

コア業務粗利益+（ひろぎん証券純営業収益-銀行への支払い仲介手数料・信託報酬） 

  役務取引等収益＋特定取引収益＋その他業務収益（債券関係損益除く）+（ひろぎん証券純営業収益-金融収支-銀行への支払い仲介手数料・信託報酬） 

スローガン 
地域のお客さまと共に成長を続ける『総合金融サービスグループ』を目指す！ 

～真のファースト・コール・バンクグループとなるために～ 

「好循環」の実現 

顧客の成長・発展 
  ・産業・企業の持続的な成長 

  ・国民の安定的な資産形成 

安定的な収益確保 
顧客の成長等の果実を 

金融機関が享受 

金融仲介機能の発揮 
真に顧客のためになる 

金融商品・サービスの提供 

当行の役割 



約３割の人は起業に関心がある！ 

地方創生につながる取組み ～創業支援への取組み強化～ 

起業（創業）意識に関する調査（2015年度） 

（参考）日本政策金融公庫総合研究所「起業と起業意識に関する調査」 

「創業支援ローン」による支援 

創業支援への取組み 

資金面の支援 

特
長 

 創業（開業）前からの融資対応可 

 計画の策定支援有 

 ホームページ作成を無料支援 

142 
187 213 

58 

103 106 

0

20

40

60

80

100

120

140

80

130

180

230

280

330

2015/3期 '16/3期 '17/3期 

実行金額 

（件） 

（百万円） 

Webを活用したｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾏｯﾁﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ 人材面の支援 

ビジネス領域での 
課題を持つお取引先 
（創業支援ローン利用先） 

実務経験豊富な 
アドバイザー（外部） 

Web上でマッチング 
＋ 

対面・電話（１時間～）により 
アドバイスを受けることが可能 

35,000名超 

起業に 
関心があった 起業に 

関心なし 

起業に 
関心あり 

19 

17.7% 

11.9% 

70.4% 

起業に関心がある一方で、起業していない理由は… 

資金がない（自己資金が不足している） 

起業について相談できる相手がいない 

失敗したときのリスクが大きい 等 
経営者・営業担当者・ 

コンサルタント・企業OB 等 

実行件数 



広島県の観光客数・瀬戸内7県の観光消費額推移 

地方創生につながる取組み ～瀬戸内地域の観光産業活性化支援～ 

13,653  

14,564  

16,173  

17,848  

45,000

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

2012年 '13年 '14年 '15年 

（参考）観光庁、広島県 

広島県の観光客数（千人） 
【広島県の外国人観光客数】 

観光客数等は増加傾向 

瀬戸内7県の［合計］観光消費額推移（億円） 
（広島・岡山・山口・愛媛・徳島・香川・兵庫） 

「せとうち観光活性化ファンド」を通じた観光関連事業者支援 

出資 

せとうち観光活性化ファンド 
（総額約100億円） 

観光産業の活性化に向けた取組みを強化 

クールジャパン 
機構 

日本政策 
投資銀行 

その他 
瀬戸内の地銀 

（出資額10億円） 

出資 

（出典）せとうちホールディングス・ホームページ 
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2017年10月17日 
就航予定 

瀬戸内海クルーズ船「ｇｕｎｔｕ（ガンツウ）」 

コンセプト 「せとうちに浮かぶ小さな宿」 

概要 広島県尾道市を発着地とし、世界遺産のある
宮島（広島県）、アートで知られる直島（香川
県）など、瀬戸内海を周遊（5航路） 

66,176 
 

【1,661】 

61,810 
 

【1,047】 
61,089 

 

【843】 58,932 
 

【677】 



お客さまの資産形成に資する取組み ～グループ一体となった取組み～ 

6月1日、「ひろぎんウツミ屋証券㈱」を完全子会社化（50％→100％出資）し、「ひろぎん証券㈱」に商号変更 

顧客層 
（預り資産残高） 

推進体制 

当行 ひろぎん証券 

富裕層 
投資家層 

（30百万円以上） 

ミドル層 
資産運用層 
（10～30百万円） 

マス層 
資産形成層 
（10百万円未満） 

商品ラインナップの拡充 

相続関連ビジネスの強化 

共同店舗の拡大 

証券口座の一本化 

顧客情報の共有 

相続ニーズの紹介 
（高齢者等） 

証券ニーズの紹介 
（若年者等新規顧客） 

リ
ス
ク
許
容
度 

高 

低 

株式 
仕組債 
外国債券 
ﾃｰﾏ型ﾌｧﾝﾄﾞ 

等 

預金 
公共債 
外貨預金 
積立投信 
保険 等 

安定型運用商品 

積極型運用商品 

商品ラインナップ 
の拡充 

グループ一体でお客さま本位の良質な金融商品・サービスを提供することにより、 
お客さまの安定的な資産形成を実現 
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お客さまの資産形成に資する取組み ～相続関連業務への取組み～ 

（参考）広島国税局 

3,000万円＋600万円 

×法定相続人数 

5,000万円＋1,000万円 

×法定相続人数 

相続税 
基礎控除額 

 受取人からの請求で速やかに財産をお支払い 
 元本保証＆預金保険の対象 

特
長 

〈ひろぎん〉家族つなぐ信託 地銀初の遺言代用信託取扱い 

特
長 

 贈与手続きの負担軽減 
 相続人以外（3親等以内）にも贈与可能 

〈ひろぎん〉想いつづく信託 地銀初の暦年贈与信託取扱い 

特
長 

 当行と各専門家が協働 
 資産の有効活用についての課題抽出・解決スキームを提案 

民事信託マネジメントサービス 西日本の地銀初 

当行の豊富な商品ラインナップ 

2,839  

5,724  

3.3% 

6.6% 

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

2014年 2015年 

課税対象被相続人数 
（広島県） 

被相続人全体に占める割合 

（人） 

特
長 

 保有資産の全体像を把握 
 円滑な事業承継に向けた各種対策を提案 

財産設計サービス「エステートデザイン」 

1級ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ技能検定 
（資産相談業務）取得者数 

約280名（2017年4月時点） 

地銀第１位 

当行のお客さまサポート体制 

各専門家 
弁護士・公認会計士・ 
税理士・司法書士 等 

連携 

＜～2014年12月＞ ＜2015年1月～＞ 

倍増 

資産金額8,000万円 
以上の方が課税対象 

資産金額4,800万円 
以上の方が課税対象 

配偶者・子供2名、合計3名が相続人の場合… 

つまり… 
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約8割の人が将来について不安を感じている 

お客さまの資産形成に資する取組み ～将来の資産形成に向けた取組み～ 

36.8% 

40.3% 

不安に感じている 

やや不安に感じている 

どちらとも言えない 

あまり不安に感じていない 

不安に感じていない 

Q．日本社会や自分自身・家族などの将来について不安を感じているか？ 

不安の内容は 
※複数回答可 

社会保障サービスの低下 約60％ … 

公的年金の引下げ … 約60％ 

一方で… 

（参考）アクサ生命「将来のお金に関する意識調査」 

不安の解消のために十分な取組みをしている人は 約4％ 

政府の取組み 

109  
356  

852  
1,070  

1,215  

0

500

1,000

1,500

'17/1月 2月 3月 4月 5月 

「ひろぎんiDeCoプラン」の営業店取扱開始（2017年１月～） 

<2017年1月～> 

全支店での 
取扱開始 

年間100万円 
×5年間非課税 

NISA開始 

NISA非課税枠増額 
（年間100⇒120万円） 

2014年1月 2016年1月 2017年1月 2018年1月（予定） 

年間80万円 
×5年間非課税 

ジュニアNISA開始 

<対象年齢>0～19歳 

年間40万円 
×20年間非課税 

つみたてNISA開始 

<対象商品>株式・投信 <対象商品>投信のみ 

個人型確定拠出年金 

「iDeCo」 

加入対象者拡大 
（全ての人が加入可能） 

特 

長 

 20～60歳の全ての人が加入可能 
（主婦・公務員等へ拡大） 

毎月の掛け金を自分自身で運用し、 
60歳以降に受取 

掛金は全額所得控除・運用益は非課税 

「ひろぎんiDeCoプラン」の獲得実績（累計） 
（件） 
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セカンドライフへの備えが不十分 

将来のお金に関する意識調査（2017年3月） 



多様化するお客さまニーズへの対応 ～事業性評価を通じた付加価値営業の実践～ 

〈従来の融資等判断の着眼点〉 

利益 売上 業暦 等 

数値化できるもの・過去の実績 

売る力 作る力 組織の力 等 

数値化できない事業内容や成長可能性 

〈新たな着眼点〉 

事業性評価 

商流図 

強み・弱み 

業界予想 

経営課題 

お客さま 行員 

○△□×・・・ ▲■×●・・・ 
 中計策定支援サービス 

 ビジネスマッチング 

 コンサルティング型融資商品 

お取引先を知る 
一般的なご融資に留まらない

解決方法を提供 お取引先と課題を共有 

≪主に売上高2～30億円のお取引先等≫ 

震災時元本免除特約付融資 

特 

長 

 震度6強を観測すると損害に関係なく
元本を免除（100％または50％） 

 直接的被害（建物・設備等）だけでなく、
間接的被害（仕入先の被害等）にも対
応可能 

ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ対策支援ﾛｰﾝ 

特 

長 

 ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ体制等を無料診断 

 専門業者と連携のうえ、診断結果等に
応じた対策支援を実施 

全国初 

全国初 

付加価値の提供 
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多様化するお客さまニーズへの対応 ～個人ローンへの取組み～ 

充実した保障特約付住宅ローンの提供 

ローン残高が0円 
（保険金にて完済） 

債務者 

配偶者 
（女性） 

死亡・高度障害状態 
三大疾病と診断 

入院 

対象者 

上皮内がん・皮膚がん
と診断 

がん先進医療を受診 

女性特有のがんと 
診断 

一時金10万円および 

入院中の返済免除 

一時金30万円 

先進医療の技術料 

通算1,000万円 

一時金100万円 

条件 保障内容 

全国初 
（女性への付保） 

個人ローンに係る事務の効率化 

ローン申込等 電子契約 自動実行（本部） 

実行 契約 審査 受付 

審査日数の短縮 
ペーパーレス・印鑑レス 
本部集中実行 

個人ローン残高（末残）の推移 

（億円） 

2013/3末 '14/3末 '15/3末 '16/3末 

14,175 

12,319 
12,808 

+756億円 
（年率+5.6%） 

13,419 

他行差別化への取組み 
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新たな技術の活用 ～FinTechへの取組み～ 
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人工知能（ＡＩ）を活用した融資審査の高度化 

入出金履歴 
データ 

決算データ 
（財務データ） 

倒産企業の 
データ 

・・・・・・ 

どういった関係があるか？ 

倒産前の取引（入出金）の傾向は？ 

人工知能（ＡＩ） 

 

現在、実証実験中 

人工知能（ＡＩ）がご質問に応じた回答を準備 

人工知能（ＡＩ） 

お客さま コールセンター 

○○について、 
教えて下さい 

「△△△」と答える 

△△△で御座います 

アプリの機能拡充 

 家計・資産管理 

 来店予約 

ブロックチェーンを活用した決済サービスの提供 

積極的かつ継続的に新サービス創出に取組み、お客さまの利便性向上を図る 

内容を確認 

 24時間リアルタイムで送金可能 

送金コストの削減に寄与 

検討案件 検討案件 

検討案件 



各戦略を支える取組み ～働き方改革の推進～ 

 

 

大胆且つスピーディーに 
徹底した効率化を図る 

「業務」の改革 

FinTechの活用 

（業務）廃止 

システム化 

アウトソース 

集中化 

 

 効率的な働き方前提の職場風土 

 営業推進人員の増強 

 優秀な人材の確保 等 

目指すべき姿 
 

 仕事の進め方の見直し 

 柔軟な働き方の推進   

「働き方改革」 

印 

決裁の電子化 

ペーパーレス・印鑑レス 

部門間の壁を越えた 
コラボレーションの促進 

意思決定スピードの 
飛躍的な改善 

印刷コスト・ 
保管コストの削減 

生産性の向上を通じて 
付加価値の高いサービスを 

提供 

モバイルPCの 
導入 

フリーアドレスの 
導入 

印 印 印 

＜営業店＞ 

＜本部＞ 

後方事務の削減 

事務レス化による 
営業人員の捻出 
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各戦略を支える取組み ～人財戦略～ 

採用年月 前職 配属先 業務 

2016年4月 信託銀行 営業店 渉外担当 

2016年4月 人材総合サービス会社 人事総務部 採用 

2016年6月 弁護士 法人営業部 Ｍ＆Ａ支援 

女性の活躍促進に向けた取組み 

両立支援制度利用者の 

キャリアアップ支援強化 

  （「両立支援セミナー」の開催） 

キャリア採用者の戦略的配置 

  2016年度キャリア（中途）採用者数           10名   

84 91 
107 

21 19 
19 

7.7% 
8.2% 

9.3% 

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

30

60

90

120

150

180

2015/4/1 '16/4/1 '17/4/1 22/4/1

126 

110 105 

（人） 

＜中計目標＞ 
管理職・監督職者数 

170名 

女性管理職 

女性監督職 

管理職・監督職に占める 
女性の割合 

（女性管理職・監督職の推移） 

多様な人財が特長を最大限活かし
活躍できる環境づくりの推進 

 
ダイバーシティの推進 

＝
 

 当日完結しなかった業務を自宅で行うことが可能 

⇒業務の消化不良軽減を図ることで、両立支援
制度利用者の活躍を支援する 

リモートワーク（在宅勤務）の一部導入 
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2017年度の業績予想 
 

および 
 

本店の建替えについて 
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親会社株主に帰属する 
当期純利益 

1株当たり配当金額 
連結配当性向 

①安定配当 
②業績連動

配当 
①＋② 

330億円超 6円 6円 12円 22.7%未満 

300億円超～330億円以下 6円 5円 11円 20.8%以上～22.9%未満 

270億円超～300億円以下 6円 4円 10円 20.8%以上～23.2%未満 

240億円超～270億円以下 6円 3円 9円 20.8%以上～23.4%未満 

210億円超～240億円以下 6円 2円 8円 20.8%以上～23.8%未満 

180億円超～210億円以下 6円 1円 7円 20.8%以上～24.3%未満 

～180億円以下 6円 0円 6円            ～20.8%以上 

2017年度の業績・配当予想（2017年度第1四半期の実績含む） 

（億円）

前年比 前年比 進捗率

658 △ 56 185 1 28.1%

160 △ 17 40 △ 1 25.0%

818 △ 73 226 1 27.6%

553 6 134 △ 7 24.2%

265 △ 79 92 8 34.7%

うち 45 △ 70 4 △ 45 8.9%

うち △ 与 信 費 用 10 △ 17 △ 4 1 △ 40.0%

310 △ 122 144 8 46.5%

218 △ 81 112 9 51.4%

231 △ 81 82 △ 19 35.5%
親会社株主に帰属 す る
当 期 純 利 益

経 費

コ ア 業 務 粗 利 益

△

当 期 純 利 益

経 常 利 益

2017年度
第1四半期

実績

役 務 取 引 等 利 益 等

有価証券関係損益

2017年度
予想

コ ア 業 務 純 益

資 金 利 益

2017年度業績予想 配当目安テーブルと2017年度の配当予想 

親会社株主に帰属する 
当期純利益 

1株当たり配当金額 
連結配当性向 

①安定配当 
②業績連動

配当 
①＋② 

330億円超 12円 12円 24円 22.7%未満 

300億円超～330億円以下 12円 10円 22円 20.8%以上～22.9%未満 

270億円超～300億円以下 12円 8円 20円 20.8%以上～23.2%未満 

240億円超～270億円以下 12円 6円 18円 20.8%以上～23.4%未満 

210億円超～240億円以下 12円 4円 16円 20.8%以上～23.8%未満 

180億円超～210億円以下 12円 2円 14円 20.8%以上～24.3%未満 

～180億円以下 12円 0円 12円       ～20.8%以上 

【株式併合前（2017年9月30日まで）】 

【株式併合後（2017年10月1日以降）】 
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本店の建替えについて 

31 

【新本店ﾋﾞﾙの基本ｺﾝｾﾌﾟﾄ】 

グループシナジー 
効果の発揮 

（企業価値の持続的向上） 

地方創生・CSRの深化 
（地域社会への貢献） 

先進的金融サービス 
の提供 

（お客さまのご満足向上） 

BCPの強化 
（お客さまのご安心向上） 

生産性・効率性の向上 
（働きがいのある企業づくり） 

（新本店ﾋﾞﾙ ｲﾒｰｼﾞ） 

 階数・高さ  地上19階（約 94m）  地下１階  
 延床面積   約47,000㎡ 
 構成 地下1階 地下駐車場 
       １～ ３階 本店営業部等 
      ４～ ５階 応接室、会議室、大会議室等 
            ６～18階 執務スペース等    

 当地は原爆による被災を乗り越え営業を継続し
てきたという当行ＤＮＡの原点 

 今後も当地において末永く地域経済の発展に貢
献していきたいとの強い想い 

現在地で建替え 

＜参考＞本店建替え中の仮店舗所在地 

＜参考＞本店建替えのスケジュール（予定） 

<仮店舗> 
移転 

2018年2月 4月 12月 2021年1月 

<現本店> 
解体 

<新本店> 
竣工 

<新本店> 
着工 

横 川 

白 島 

牛 田 

広島駅北口 

広島東 

広島駅前 

銀山町 

八丁堀 

県 庁 

本 川 

三川町 

広島市役所 

大手町 

舟 入 

平和大通り 

ゆめﾀｳﾝ広島（出） 

皆実町 

段 原 

東 雲 

己 斐 

仮店舗 
（旧ひろしまＭＡＬＬ） 

現本店（本店営業部） 

大 河 



おわりに 

本日はご多用の中、広島銀行会社説明会へお越しいただきまして、ありがとうございました。 
 
本日の説明会を通じまして、広島銀行の経営に対する理解を深めていただければ幸いです。 
 
広島銀行は、地域のトップ金融機関として、地域社会と一体となって歩みを進め、地域活性化
の一翼を担えるよう、役職員一丸となって努力してまいります。 
 
投資家・株主の皆さまにおかれましては、今後とも一層のご支援・ご鞭撻を賜りますようお願
い申し上げます。 

株式会社 広島銀行 総合企画部 （IR担当：矢舗、淺野） 

    電話 ：082-504-3823 

    FAX ：082-504-0171 

    URL：http://www.hirogin.co.jp/ 

本資料に関するご照会先 
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